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レクチャー講座「様々な人がレクチャー講座「様々な人が
参加したくなるイベントって？」参加したくなるイベントって？」

「障がいのある人も安心して参加できるイベント
にしたい」――その想いから、北本市社会福祉
協議会職員の手話通訳士・小倉明美さんをお招
きし、福祉の視点からイベントの在り方を考えま
した。障がいにもさまざまな種類があることを
学び、参加者同士で障がいや福祉に関する体験
談をシェア。「家族に障がいがあるが、支援を
求めるのが難しかった」等、エピソードを通じて
障がいや福祉が身近であることを実感。「できる
ことからやってみよう」ということで、「みどりと
まつり」では手話を取り入れたプログラムを実
施することにしました。

まつり会場を彩るアイテムとして、フラッグづく
りに挑戦。フィンガーペイントで思い思いの色
や模様を施し個性豊かなフラッグが出来上がり
ました。このフラッグ作りを親子で楽しむワーク
ショップは、毎月市役所で行われる「&green 
market」にも出張。一般のお客さんや子ども
たちにもフラッグ作りに参加してもらいました。

フラッグづくりフラッグづくり
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「みどり「みどりとまとまつり」準つり」準備備

まつり開催を目前に控え、チームごとに打ち合わせを実施。障がいのある来場
者を想定し、車いすの使い方や簡単な手話なども練習しました。前日は会場を
彩るフラッグや、各プログラムへの案内看板等を作成・設置。一気にイベント
らしい雰囲気が整った会場に、当日への期待が高まるのを皆で感じました。

2022年５月１日発行②

３月 21 日に総合公園で開催された『みどりとまつり -&green fes-』。

お客さんも店主さんもつながり合えるマーケットや北本ゆかりのバンドに

よる音楽ライブ、近隣農園での収穫体験など、北本の魅力を体験できる要素を

盛り込んだこのイベントは、小さなお子さん連れからお年寄りの人まで多くの来

場者が訪れ、大成功を収めました。

今回の特集では、令和３年５月から準備を重ねてきた運営ボランティア「ひこ

ばえ隊」の活動を追い、まつり当日の模様までをレポート。人が出会い、

つながり合える、新しいイベントのカタチをお届けします。

問市長公室シティプロモーション・広報担当（☎ 511-9119）

「まちの未来を考える若者集まれ！」と題し、広報きたもと
で &green fes（みどりとまつり）運営ボランティアを募集。
応募された 17 人と市職員有志が顔合わせを行いました。
北本生まれ北本育ちの人、昨年北本に引っ越してき
た人や３0 年以上北本の公民館で働いてきた人等、
さまざまな想いを持つメンバーが集合。「SNS で
北本を盛り上げたい」「環境や北本の魅力を
語るトークイベントをやりたい」等、それぞ
れの想いを発表し合いました。

特集１

きたもともと暮らし暮らし研究会 2021研究会 2021
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北本をもっと知ろう北本をもっと知ろう
バスツアーバスツアー

北本の魅力を知るバスツアーを実施。「みどり
とまつり」会場近くに畑を持つ内田農園さんへ
お邪魔し、できる限り農薬を使わず安全でおい
しい野菜を作る工夫についてお聞きしました。
また、「NPO 法人北本雑木林の会」さんから
も雑木林を守り育てる活動についてお話を聞
き、実際にみんなで雑木林の中を散策。暮らし
の隣にある北本の緑を堪能したことで、「農家
さんとコラボできないかな」「自然の中で子ど
もが遊べる企画をしたいね」等、「みどりとまつ
り」のアイデアも続々と生まれていきました。77777月月月月月月月月月月月月月月月月月月
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ワークショップ
「ひこばえ隊」によるフラッグ作りワークショッ

プには 100 組以上のお客さんが参加。参加した子ども
たちは、自分の好きな色を自由に使ってフラッグに模様やイ
ラストを描きました。出来上がったフラッグは「今日の思い出
になる」と喜ばれました。その他にも染物体験やアクセサリー

作りなど各種ワークショップが大盛況でした。

ライブライブ
北本と暮らしにまつわる座談会「まち

のこしRadio」では小説家のカツセマサヒコさんらが

北本の暮らしやすさを安心・安全や歴史の観点から語りまし

た。音楽ライブでは、桶川出身のロックバンド「GOING UNDER 

GROUND」、北本市観光大使の長島涼平さんが所属する「the 

telephones」「フレンズ」がアコースティック編成で演奏。北本愛

あふれるトークもはさみ、大人も子どももノリノリのライブと

なりました。北本市観光大使・長島涼平さん

 小説家・カツセマサヒコさん

ネギ
収穫×手話べり

ネギ
収穫×手話べり

×焼き焼き
総合公園向かいの内田農園で、ネギ

を収穫してその場で焼いて食べるブースを開設。
収穫したネギの大きさにお客さんも大興奮。焼いて食

べると、新鮮さと甘さで皆ほくほく顔に。手話通訳士の
小倉さんをはじめとしたチーム「手話べり」がお客さん
に手話を教え、聞こえない人も聞こえる人も「手話

べり」を楽しみました。

2022年５月１日発行④

　「ひこばえ隊」が結成されてから 10 か月――ついに「みどりとまつり -&green 
fes-」当日となりました。ひこばえ隊はフラッグ作りワークショップ、ライブエリア、
ネギ焼きブース等の持ち場に分かれて来場者をお出迎え。マーケットエリアには飲
食や雑貨、マッサージ等のお店やキッチンカー等約 60 店が軒を連ねました。お天
気にも恵まれ、どのエリアも想定以上のお客さんにお越しいただきました。
　レジャーシートやテントを持ちこみのびのびと過ごす人、なじみのお客さん
との交流を楽しむ出店者さん、大きなネギを思いっきりかじる子どもたち…さ
まざまな人の笑顔があふれ、一般のお客さん・出店者さん・
運営ボランティア「ひこばえ隊」それぞれが出会い、つながり
合える１日となりました。
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「＆ green market」は、出店者、来場者、運営がみんなで一緒につくるマーケットです。
芝生広場に座って本を読んだり、音楽を楽しんだり、農家さんから新鮮なお野菜を買ったり…。
北本市役所芝生広場「みどりの広場」を楽しみながら、あなたらしい一日を過ごしてみませんか。

- アンドグリーンマーケット -

北本のシティプロモーションコンセプト「&green」と
アウトドア総合ブランド「mont-bell」のコラボイベント522 10:00～ 15:30日

52222
・ サンアメニティ北本キャ

ンプフィールド
・北本自然観察公園

日
時

場
所

522 日
52222

1119 土
11919

716 土
71616

121 土2121 311 土
31111

917 土
91717

日
時

北本市役所芝生広場場
所

mont-bellワークショップ

事前予約制。詳細は市ホーム
ページへ。
・ キャンプストーブで焚火体験
・テント設営体験会

★来場した人に
　バードコールプレゼント

きたもと森林セラピー

・ 森林セラピーツアー（原則事前予約制）
　★参加者に 北本市市制施行
　　50 周年記念ボトル
　　プレゼント
・森林セラピー紹介ブース
・森林セラピー弁当販売

10:0010:00～～ 14:0014:00
※ 駐車場のご用意はござい

ません。徒歩や自転車で
のご来場をお願いします。

※ 日程・時間は変更となる
場合もあります。

※ 日程の変更や出店者情報
等は Instagram で随時更
新しています。

Instagramアカウント

＠ andgreen_market

コラボイベント× 

シティプロモーションコンセプト
「&green- 豊かな緑に囲まれた、ゆっ
たりとした街の中で、あなたらしい
暮らしを -」を体感できるイベントは
まだまだあります！
ぜひ、お越しください。
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インフォメーションインフォメーション
&&ggrreeeennななイイベベンントト

&green × mont-bell
コラボイベント
ホームページ
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問  市長公室シティプロモーション・広報担当（☎ 511-9119）




